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今
年
度
よ
り
発
足
 

し
ま
し
た
、
陽
だ
ま
 

り
手
芸
ク
ラ
ブ
で
す
。
 

 
手
芸
や
羊
毛
フ
ェ
 

ル
ト
を
趣
味
に
持
つ
 

職
員
7
名
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
秋
に
開
催
さ
れ
る
ほ
の
ぼ

の
フ
ェ
ス
タ
で
作
品
を
披
露
で

き
る
よ
う
に
地
道
に
チ
ク
チ
ク

チ
ク
チ
ク
…
。
み
ん
な
で
刺
激

し
あ
っ
て
上
達
で
き
る
よ
う
に

が
ん
ば
っ
て
い
き
た
 

い
と
思
い
ま
す
！
 

 
 
〈
野
崎
 
東
海
〉
 

－１－ －12－ 

こ
 も

 れ
 び
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編
集
後
記
 

 
 

平成28年4月2日 桜ドライブで撮影しました。 
 八女市桜公園運動場の桜が満開でした。 

活
動
紹
介 

 
四
月
に
な
り
、
だ
ん

だ
ん
と
暖
か
く
な
り
過

ご
し
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
ね
。
陽
だ
ま
り
の

里
で
は
、
パ
ン
工
房
の

裏
や
駐
車
場
に
あ
る
桜

の
木
が
満
開
に
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
て
、
新
年

度
に
な
り
、
私
達
の
施

設
で
は
、
パ
ン
屋
さ
ん

が
移
転
し
、
新
し
い
職

員
さ
ん
も
入
ら
れ
、
新

た
な
気
持
ち
で
迎
え
て

お
り
ま
す
。
利
用
者
の

方
々
も
「
新
し
い
職
員

さ
ん
が
い
る
」
と
わ
く

わ
く
ド
キ
ド
キ
な
気
持

ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
 

 
こ
れ
か
ら
も
、
新
年

度
を
迎
え
た
新
し
い

「
陽
だ
ま
り
の
里
」
と

し
て
よ
り
一
層
利
用
者

の
方
や
ご
家
族
の
皆
様

に
喜
ん
で
、
楽
し
ん
で

来
て
頂
け
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
 

 第
3
6
号
編
集
長
 

 
 
 
 
 
 
井
手
口
 

サ ー ク ル 紹 
介 

陽だまり手芸クラブ 
(Hidamari Needle Works) 

社
会
貢
献
グ
ル
ー
プ
 

  
熊
本
地
震
の
支
援
物
資
輸
送
 

  
4
月
2
0
日
に
、
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
障
害
者
施

設
へ
の
支
援
物
資
を
、
陽
だ
ま
り
の
里
か
ら
山
鹿
市
の
愛

隣
館
さ
ん
へ
届
け
に
行
き
ま
し
た
。
愛
隣
館
に
は
長
崎
や

大
分
の
施
設
さ
ん
か
ら
も
支
援
物
資
が
運
ば
れ
て
い
ま
し

た
。
今
で
も
な
お
余
震
が
続
き
、
現
地
の
方
々
は
不
安
な

日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
陽
だ
ま
り
の
物

資
が
少
し
で
も
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
助
け
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 <

事
務
支
援
課
 
水
田
康
弘>

 

 
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ロ
マ
と
は
、
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
行
い
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
リ
ハ
ビ
リ
を
受

け
て
い
た
だ
き
、
よ
り
リ
ハ
ビ
リ
の
効
果
が
出
る
よ

う
に
行
う
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
す
。
私
た
ち
が
受
け
て
い

る
通
常
の
ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
と
は
違
い
医
療
的
重

視
で
リ
ハ
ビ
リ
と
連
携
を
図
っ
て
お
り
手
足
だ
け
で

は
な
く
全
体
的
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

 
車
椅
子
に
乗
っ
た
状
態
や
ベ
ッ
ド
に
寝
転
が
っ
た

状
態
な
ど
、
各
利
用
者
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
て
お
り
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
ら
れ
て
い
る
利
用
者
の
方
も
と

て
も
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
受
け
ら
 

れ
て
い
ま
す
。
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
 

い
な
が
ら
利
用
者
の
方
々
と
ゆ
っ
 

く
り
お
話
を
さ
れ
、
利
用
者
の
方
 

も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
 

さ
れ
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
受
け
 

ら
れ
て
い
ま
す
よ
。
 

  

 

 

 
〈
井
手
口
 
珠
実
〉
 

◆
メ
デ
ィ
カ
ル
ア
ロ
マ
◆
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入
社
式

 

 

  
平
成
2
8
年
4
月
1
日
、
8
名
（
う
ち
新
卒
者
7
名
）
の
新
入
職

員
を
迎
え
、
華
や
か
に
社
会
福
祉
法
人
明
和
会
の
入
社
式
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
一
人
ひ
と
り
に
理
事
長
よ
り
正
規
職
員

の
辞
令
が
手
渡
さ
れ
、
そ
の
後
、
新
入
職
員
代
表(

伊
藤
未
来
）
に

よ
る
誓
い
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
★
原
田
舜
太
さ
ん
 

 
 
 
 
 
 
利
用
者
さ
ん
か
ら
信
頼
さ
れ
 

 
 
 
 
 
 
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
支
援
 

 
 
 
 
 
 
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
 

 
 
 
 
 
 
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
 

 
 
 
 
 
 
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
★
生
野
陵
太
さ
ん
 

 
 
 
 
 
 
利
用
者
さ
ん
や
み
な
さ
ん
の
 

 
 
 
 
 
 
名
前
を
早
く
覚
え
て
、
色
ん
 

 
 
 
 
 
 
な
事
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
 

 
 
 
 
 
 
頑
張
り
ま
す
。
 

 
 
★
古
川
萌
さ
ん
 

笑
顔
を
忘
れ
ず
に
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
 
★
平
井
友
子
さ
ん
 

利
用
者
さ
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
た
く

さ
ん
と
っ
て
行
き
た
い
で
す
。
 

 
 
★
伊
藤
未
来
さ
ん
 

笑
顔
と
元
気
を
絶
や
さ
ず
に
し
っ
か
り
支
援

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
 
★
宮
園
有
紗
さ
ん
 

利
用
者
の
方
に
笑
顔
で
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
、
自
分
自
身
も
元
気
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
 

 
 
★
大
谷
雪
奈
さ
ん
 

利
用
者
様
に
信
頼
し
て
頂
け
る
支
援
員
に
な

れ
る
よ
う
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
 
★
坂
井
幾
恵
さ
ん
 

利
用
者
の
方
に
信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
職
員

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
 

 
 
★
佐
久
間
佐
和
子
さ
ん
 

早
く
利
用
者
さ
ん
の
顔
と
名
前
を
覚
え
、
元
気

で
笑
顔
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
 

－２－ －11－ 

基
本
方
針
 

 
現
在
、
社
会
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
が
国
会
に
上
程
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
制
度
に

つ
い
て
、
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
や
、

事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上
等
の
改
革
の
具
体
化

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
 

 
ま
た
、
障
害
者
総
合
支
援
法
の
附
則
に
お
け
る

施
行
後
３
年
を
目
途
と
す
る
検
討
規
定
に
つ
い
て

も
、
社
会
保
障
審
議
会
障
害
者
部
会
お
い
て
論
議

が
な
さ
れ
て
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
、
今
後
は
具

体
的
な
施
策
と
し
て
進
め
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

 
そ
の
よ
う
な
中
、
平
成
２
７
年
４
月
に
三
年
に

一
度
の
障
害
福
祉
報
酬
改
定
が
行
わ
れ
た
。
国
の

財
政
状
況
を
反
映
し
て
、
職
員
の
処
遇
改
善
加
算

が
手
厚
く
な
る
な
か
で
、
事
業
者
と
し
て
は
制
度

が
始
ま
っ
て
以
来
の
実
質
マ
イ
ナ
ス
改
定
と
な
り

厳
し
い
環
境
と
な
っ
た
が
、
本
法
人
に
お
い
て
は
、

利
用
者
の
拡
大
や
各
種
加
算
の
取
得
の
効
果
も
あ

り
全
体
と
し
て
は
５
％
程
度
の
伸
び
を
確
保
で
き

る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。
 

 
そ
し
て
迎
え
る
新
年
度
は
、
昨
年
策
定
し
た

「
第
１
期
中
期
５
か
年
計
画
 
 
～
２
０
２
１
プ

ラ
ン
～
（
開
園
２
０
周
年
に
向
け
て
）
」
の
一
年

目
の
年
で
あ
り
、
基
本
理
念
に
掲
げ
た
「
共
生
共

感
（
共
に
生
き
、
共
に
感
謝
）
」
を
利
用
者
と
職

員
が
実
感
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
事
業
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
す
る
。
 

 
そ
こ
で
は
、
現
在
の
各
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
は
も
と
よ
り
、
今

ま
で
培
っ
て
き
た
経
験
知
を
進
化
さ
せ
て
、
新

ダ
ッ
テ
ン
・
コ
ン
ネ
の
移
転
を
か
わ
き
り
に
、
介

護
タ
ク
シ
ー
・
第
２
の
就
労
支
援
・
放
課
後
等
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
各
事
業
を
新

規
開
設
し
て
、
幅
広
い
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
進
め
て
行
く
。
 

 
更
に
第
二
期
・
第
三
期
中
期
５
か
年
計
画
を
策

定
し
て
、
開
園
３
０
周
年
に
向
け
て
の
ス
タ
ー
ト
 

ラ
イ
ン
の
年
と
す
る
。
 

 
以
下
、
「
エ
バ
ー
オ
ン
ワ
ー
ド
（
限
り
な
き

前
進
）
陽
だ
ま
り
の
里
」
の
合
言
葉
の
下
、
役

職
員
一
丸
と
な
り
そ
の
達
成
に
向
け
て
、
行
動

指
針
を
基
本
に
、
事
業
計
画
に
よ
り
事
業
を
推

進
す
る
。
 

 （
１
）
事
業
運
営
（
経
営
）
の
適
正
管
理
に
向

け
た
取
り
組
み
 

①
法
人
内
各
事
業
の
運
営
状
況
を
経
営
面
か
ら

分
析
し
、
適
正
な
事
業
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る

の
か
を
適
宜
確
認
で
き
る
管
理
体
制
を
整
備
す

る
。
 

②
事
務
管
理
部
門
の
職
務
分
掌
を
明
確
に
し
、

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
事
業
リ
ス
ク
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
重
点
を
置
い
た
管
理
部
門
の
再
構
築

を
図
る
。
 

③
サ
ー
ビ
ス
利
用
契
約
時
に
用
い
る
重
要
事
項

説
明
書
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
再
検
証
し
、

利
用
者
に
対
し
て
よ
り
適
切
な
説
明
が
で
き
る

書
面
に
再
編
す
る
。
（
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者

連
携
会
議
内
で
作
成
）
 

 
 

（
２
）
障
害
者
福
祉
に
係
る
制
度
理
解
と
法
令

順
守
の
推
進
 

①
社
会
福
祉
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
案
）
施
行
（
平
成
2
8
年
4
月
1
日
）
に
伴

い
、
法
人
と
し
て
の
経
営
組
織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

強
化
や
事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上
、
社
会
貢

献
活
動
の
実
践
な
ど
、
法
人
経
営
の
更
な
る
体

制
構
築
を
図
る
。
 

②
障
害
者
虐
待
防
止
法
に
則
り
、
障
害
者
（
利

用
者
）
へ
の
虐
待
防
止
を
最
優
先
課
題
と
し
、

徹
底
し
た
管
理
体
制
の
も
と
、
全
職
員
を
対
象

と
し
た
啓
発
活
動
や
勉
強
会
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
、
虐
待
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
調
査
、
内
部
研
 

修
等
）
を
継
続
す
る
。
 

③
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
（
平
成
2
8
年
4
月

1
日
）
に
伴
い
、
法
人
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

の
整
理
を
行
い
、
職
員
教
育
も
含
め
た
具
体
的
実
践

（
合
理
的
配
慮
の
実
践
等
）
を
進
め
る
。
 

 
 

（
３
）
職
員
教
育
の
体
制
整
備
と
計
画
的
な
人
材
育

成
 

①
新
規
職
員
お
よ
び
現
職
員
へ
の
教
育
指
導
つ
い
て
、

教
育
担
当
者
を
明
確
に
設
定
し
、
中
長
期
の
時
間
軸

の
中
で
計
画
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
な
指
導
体
制
を

確
立
す
る
。
 

②
サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
、
相
談
支
援
専
門
員
等
の

専
門
ス
キ
ル
の
修
得
と
資
質
向
上
を
目
的
に
、
積
極

的
に
研
修
会
等
へ
の
派
遣
を
行
い
、
次
世
代
の
リ
ー

ダ
ー
育
成
に
努
め
る
。
 

 
 

（
４
）
新
た
な
る
陽
だ
ま
り
の
里
を
目
指
し
て
（
開

園
1
5
周
年
）
 

①
本
年
1
2
月
に
開
園
1
5
周
年
を
迎
え
る
た
め
、

今
後
の
陽
だ
ま
り
の
里
の
更
な
る
発
展
に
つ
な
が
る

よ
う
な
記
念
行
事
等
を
企
画
す
る
。
 

②
開
園
以
来
着
用
し
て
き
た
職
員
の
制
服
に
つ
い
て
、

4
月
1
日
よ
り
完
全
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
い
、
法
人

内
外
部
を
含
め
、
大
き
な
転
換
の
機
会
と
す
る
。
 

 
 

（
５
）
具
体
性
と
想
い
を
込
め
た
中
・
長
期
事
業
計

画
の
策
定
 

①
第
一
期
中
期
5
か
年
事
業
計
画
の
数
値
目
標
を
策

定
す
る
。
 

②
第
二
お
よ
び
第
三
期
中
期
5
か
年
事
業
計
画
の
策

定
を
行
い
、
開
園
2
5
周
年
、
3
0
周
年
へ
向
け
た

今
後
の
1
5
年
間
の
長
期
事
業
計
画
の
策
定
を
行
う
。
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張報告 

カーサ陽だまりの里（施設入所・生活介護・短期入所） 
 
 カーサ陽だまりの里です。昨年度は皆様のご 

支援ありがとうございました。今年度は、また新 

しいスタッフも入りスタートを切りました。 

 基本理念の「共生共感」を胸に、利用者様の 
笑顔は、スタッフの笑顔に、スタッフの笑顔は、 

利用者様の笑顔になるよう、共に楽しい生活を 

目指して行きます。 

 今年度も、カーサ陽だまりの里を宜しくお願い 

します。 
 
 

ピュア陽だまりの里（生活介護） 

陽だまりキッズ（放課後等デイサービス、児童発達支援） 

第

1

5

回
 

 

 
 
 
地
域
生
活
支
援
推
進
研
究
会
議

 

テ
ー
マ

 

 
「
地
域
生
活
へ
の
移
行
を
支
援
す
る
」

 

期
間
・
・
・
平
成

2

8

年

 

 
 
 
 
 
 

1

月

2

5

日
～

2

6

日

 

会
場
・
・
・
東
京
都

 

 
 
 
 
 
 
「
タ
イ
ム
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現在、陽だまりホームに住まいを置き、モア陽だまりの里を
利用されている佐藤佳子さん。  
 たくさんの「好きなもの・こと」がある佐藤さんは好きな事
を語る姿がとても輝いておられます。情報通な佐藤さんに「今
日の占いのランキングは？」と尋ねる職員もおり、毎日チェッ
クが日課のようです。嬉しい事には涙もろくなる佐藤さん。褒
め上手な佐藤さん。いつも丁寧な佐藤さん。こんな素敵な佐藤
さんをこれからも宜しくお願いします！ 

 

 ピュア陽だまりの里は、利用者様一人一人の
声に耳を傾けながら、思いに沿った活動を共に
行っていきます。利用者様の状態に合わせたフ
ロアのスペース作りを行い、1つのフロアでい
くつかの活動を提供し、活動内容の充実を図り
ます。また、専門職との連携・協力を行い、個
別支援計画書の大切さの理解を行い、利用者様
の笑顔を引き出す為、一つでも出来る事を見つ
け様々な事・活動に取り組んでいきます。 
 今年、1年を通してピュア陽だまりの里のカ
ラーを作れる年にチャレンジしたいと思います。 

 陽だまりキッズは今年の6月で3年目に入りま
す。これまでたくさんの方と活動を通して関わ
りを持たせていただきました。陽だまりキッズ
として、これからもさまざまなニーズに応える
べく、ご本人様、家族と精一杯関わらせていた
だきながら支援していければと思います。 
 これからも「笑顔」「安心・安全」をたくさ
ん届けられるようにスタッフ一同頑張っていき
ます。 

 

各部門事業計画 
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－４－ －９－ 

ハートの 
ケーキを 
作ったよ♡ 

節分の 
お買い物♪ 

 モア陽だまりの里は今年度、利用者様やご家族
様のニーズを的確に把握し、個別支援計画書の充
実と実践を図り、より深いニーズを知り、それに
対応できるよう日々支援に努めて参ります。また、
利用者満足度を高める為に、生産活動を充実させ
たいと思います。 
 モア陽だまりの里事業理念「小さなきらめきと
大きなかがやき～More and More～ 一人では難し
いことも力を合わせると可能性がみえてくる」を
モットーに共に力を合わせて一つのものを作り上
げられる一年にします。 
 きらきら輝いた利用者様の笑顔を第一に職員も
頑張っていきたいと思います。 

陽だまり工房（就労移行支援、就労継続支援B型） 

障害者サポートセンター陽だまりの里（一般・特定相談支援） 

 私達、サポートセンターの相談員は、何らかの障害をお持

ちの当事者、及び、その家族のお力に少しでも成れればと思
い日々業務を行なっています。今や何らかの障害者福祉サー

ビスを利用するためには、その指標となる「サービス等利用

計画」が必要となっています。それを作成したり、必要な情

報の提供や手続き等のお手伝いなども行っています。 
 私達は、基本、その方にとっての福祉コーディネーターで
あるとともに、その方にとって相談できる心強いパートナー
でありたいと願っています。 
 また、新たな相談が入ったときには、具体的な福祉サービ
スに繋がらなくても、その方にとってのサポートブック的な
役割も果たしていきたいと思っています。 

バレンタインデー 

ホワイトデー 

雪だ～！！ 

モア陽だまりの里（生活介護） 

新年会を行ない 
ました！今年も1
年お仕事がんば 

るぞ！！ 

 陽だまり工房では利用者個々の状況に合わせた作
業訓練を設定し、農園作業での作物の販売やパン販
売の開拓、地域でのイベント販売の参加、新商品に
も力をいれていきます。社会性やコミュニケーショ
ンスキルの向上にも着目し利用者さんの可能性を伸
ばし働く喜びを支援します。 
利用者様一人一人の目標や夢実現に向けて、スクラ
ムを組んで支援していき「働くかたち」と一緒に見
つけます。「ONE FOR ALL！ ALL FOR ONE」
（一人は、みんなのために。みんなは、一人のため
に）です。 
陽だまり工房を利用する利用者様一人一人の目標や
夢実現に向けて、スクラムを組んで支援していき
「働くかたち」と一緒に見つけます。 
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－８－ －５－ 

バレンタイン♡ 
いつもありがと
う(*^^*)♪ 

今年も優勝だ

福男は貰った！ 

鬼は外！ 

福は内！ 

食べ比べを 
しました！ 
どっちも 
美味しい 
なぁ～！！ 

あけましておめでとう！ 

今年も良い年に 

なりますように！！ 

美味しい 
チョコ作っ 
たよ♪ 

お花見♡ 

障害者基幹相談支援センター リーベル 
 八女地区（八女市、広川町）の障がいをお持ちの
みなさまの相談全般を受け付けているのが「リーベ
ル」です。「困ったなあ？！」「どうしたらいい
の？！」という悩みや相談にこたえ、一緒に考え、
一緒に行動し、一緒に解決の道を目指すのがわれわ
れリーベルスタッフの仕事です。 
 生活の中での困り事、分からない事等は「どこに
相談したら良いの？」と迷われる事がたくさんある
かと思いますが、まずは遠慮なくリーベルにご相談
下さい。 

地域活動支援センター ほほえみ ふらっち広場 

 障がいをお持ちの方、地域の方が出会い、ふれあい、安

らげる「ふらっち広場」を目指していきます。 
 利用頂く方が安心して滞在できるような空間づくりを行
いながら、御利用者一人一人の個性を尊重し、互いに理解
し合い、認め合いながら、友好的な交流が出来るよう支援
していきたいと思います。また、様々な方々が交流できる
ような行事を行いながら、地域に根付いた、愛されるふら 
っち広場を創っていきたいと思います。 
 3月末に新店舗に移転し、より快適に過ごせるようになっ

たふらっち広場で、新たな気持ちで、利用者の方々の為の

ふらっち広場を皆様と一緒に創っていきたいと思います。 
 

陽だまりの里ホームヘルプサービス 
(居宅介護、同行援護、重度訪問介護、移動支援、訪問介護、介護タクシー） 

 

 地域在宅でお住いの利用者様に安心安全な暮らしがで

きるよう居宅介護、移動支援等のサービスにて暮らしの
お手伝いをさせて頂いております。今年度からは「地域

で暮らしやすく生活の一部としてご利用できるサービ

ス」を実現する為に、新しく介護タクシーの事業も始ま

ります。利用者様のたくさんのニーズにお応えできるよ
うサポートを行っていきたいと思います。またスタッフ

のスキルアップの向上にも力を入れ、利用者様の笑顔を

たくさん頂くことを目標に本年度も元気いっぱいサポー

トしていきたいと思っています。 
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・聴覚障害のある人に、音声だけで伝える 
・視覚障害のある人に、文書だけ渡す 
・知的障害のある人に、分かりやすく説明をしない 
                     …などが該当します。 

－６－ －７－ 

平成28年4月1日から障害者差別解消法が施行されました。 

平成28年4月1日から「障害者差別解消法」が施行されました。この法律は「障害を
理由に」区別、排除、制限するといった差別を受けないようにする法律です。では、
どの様な場合があたるのか具体的に見ていきましょう。 

①不当な差別的扱いをされた 
たとえば…） ・障害があることを理由に、お店を利用できない 

・障害がある事を理由に、アパート等を借りられない 
・障害がある事を理由に、習い事などを断られた 
                     …などが該当します。 

②合理的配慮をしない 
たとえば…） 

 ただし、合理的配慮に関しては、役所は「しなければならない」のですが、一般の会社やお店
に関しては障害のある人が困らない様に「できるだけ努力する」ようにとされています。また、
障害者差別解消法は、役所や会社、お店による差別を禁止するもので、個人のすることや考え方
を罰することはありません。。 

 今年度の陽だまりホームは「利用者様をもっと知る」
を目標に掲げています。前年度を振り返ると利用者様の
事を知っているようで知らないことや、分かっているよ
うで分かっていなかったことが多々ありました。この事
を踏まえ「もっと知る」ことにより今まで曖昧だった物
事を的確に把握し支援の充実につなげていきたいと考え
ています。 
 できないことへのチャレンジをたくさん行い少しずつ
でも出来ることへの喜びを感じて頂けることを願ってお
ります。 
 その他にも、様々なイベントや日中活動に参加し地域
での生活に少しでも充実感を味わって頂けるよう支援を
行っていきます。 
 

陽だまりホーム 和み・恵み（共同生活援助） 

栄養管理 

 陽だまりの里御利用者の中には、食事を楽しみに来所されて

いる方が沢山いらっしゃいます。 
 春は“お花見御膳”夏は“七夕御膳”など月に一度は必ず季
節に合わせた行事食と誕生食を提供しています。土日や夏休み
などの長期休みには児童さんも御利用される為、児童さんが好
まれるメニューの提供も行っています。 
 次は何のメニューが出るのか皆さん毎回とても楽しみにされ

ており、普段あまりお食事が進まない方でも行事食の日だけは

完食されることもあり、“美味しかったよ”との声を頂くと、

厨房職員も次はもっと喜んで頂けるようなメニューの提供が出
来るように頑張ろうと日々奮闘しています。 
 本年度も御利用者に喜んで頂けるような食事の提供を目指し
て頑張っていきたいと思います。 
 

機能訓練 

  機能訓練部門では、“理学療法士”“作業療士”“言語
聴覚士（外部委託）”“音楽療法士”が活躍しています。
福祉施設でこれだけの専門職が充実している施設は、ほと
んどありません。 
 陽だまりの里では、現在だけに視点を置かず、将来的な
状況を踏まえた上ではリハビリテーションが必要不可欠と
考え、機能訓練部門に力を入れております。当施設をご利
用される利用者様は、基本的に安定期におられます。その
為、機能訓練部門の目標は、長期的に“機能訓練の継続”
となります。病院のリハビリテーションとは違い、訓練の
中にも“楽しみ”の要素を取り入れる事で、長く継続でき
ることを目標としています。 
 本年度も“楽しく元気なリハビリテーション”を目指し
て頑張っていきたいと思います。 
 

1階談話ルーム 

バリアフリートイレ 

【住所】 八女市本町１７８ 
【お問い合わせ】 

◆八女市地域活動支援センター ほほえみ ふらっち広場 
 開館時間：10:00～17:00（土日祝日 10:00～16:00） 

 休館日：月・金 
 ℡0943‐24‐3022 
◆障害者サポートセンター陽だまりの里 
 ℡0943‐24‐3058 
◆町並みマルシェ きんぷく（H28.4.27オープン） 
 ℡0943-24-3057 

京町交差点角の、 
ピンクの建物が目印です！ 

2階談話ルーム 

 この度、ダッテンコンネは、八女市京町に移転しました。3

月24日（木）より開館しております。歴史ある建物、町並み

を大切にしながら、地域に開かれた施設づくりをしていきたい

と考えております。また、4月27日（水）より町並みマル

シェ 
きんぷくがオープンとなります。ダッテンコンネの名の通り、
誰でも気軽に立ち寄れる場所を目指していきます。お近くにお

ふらっち広場入り口 


